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ＪＲ九州グループ労働組合連合会

JR連合・JR九州連合では、加盟組合の会社が運営している施設や店舗を紹介
して利用促進を促し、働いている仲間を応援するキャンペーンを実施中です。
全組合員一丸となってコロナによる経営危機を克服しよう！

ＪＲ連合ふれあいキャンペーン

ＪＲ九州高速船

詳しくはHPをご覧ください☛ https://www.jrbeetle.com/special/878/

ＪＲ連合を講師に迎え学習会を同時開催

ＪＲ九州グループ労働組合連合会（ＪＲ九州連合）は11月26日、
「加盟組合・労使が一丸となってこの難局を乗り越え、将来に希望
が持てるＪＲ九州グループを創造しよう！」とのスローガンを掲
げ、ＪＲ九州ステーションホテル小倉（北九州市）において第31回
定期大会を開催した。
幹事会を代表して挨拶した芦原秀己会長（ＪＲ九州労組・中央執

行委員長）は、コロナ禍においてこれまでＪＲ九州連合やＪＲ連合
が取り組んできた内容を振り返り、今後の一層の協力・連携を要請
した。来賓には、ＪＲ連合から政所大祐事務局長と鎗光俊勝労働政
策部長にご出席していただきご挨拶をいただいた。また大会前段に
はＪＲ連合による学習会も開催され、参加者は理解を深めた。

議事では、新型コロナウイルス感染症への今後の対応や安全確立の取り組み、春闘への課題などを含
めた2021年度活動方針(案) が提起された。これに対し大久保代議員から「ＪＲ九州連合としての政治課
題への取り組み方」「グループ支援の相互の取り組み」について発言があり、吉田春菜事務局長が答弁
した後「コロナウイルス感染症の影響が長引き、組合員が不安や焦りを感じている。こんな時だからこ
そ、助け合い・支え合いの精神を発揮しながら一致団結して取り組んでいこう。困ったときに頼れる、
あって良かったと感じられる組織を皆で作り上げよう。」と総括した。全議案は満場一致で決定した。

あいさつを述べる芦原会長

学習会の講師を務めた
ＪＲ連合 鎗光部長

テーマ「将来を見据えたＪＲ産業のあり方と
私たちの働き方」

私たちが将来にわたり安心して働き続け

られる環境を守り抜くために、

これまでの慣例や概念に捉われない働き方

や社会構造の変化に応じた柔軟な就労環境

の構築が必要。

ＪＲ九州高速船では、国際線再開までの期間限定でQUEEN
BEETLEによる国内遊覧を行っています。コースは３種類あります。
ぜひこの機会に、 QUEEN BEETLEに乗船してみませんか！？

※画像はJR九州高速船㈱HPより

１．ファミリーにおすすめ 福岡湾遊覧コース

２．お酒と音楽を楽しむ サンセットコース

３．世界遺産を海上遥拝 沖ノ島遊覧コース

https://www.jrbeetle.com/special/878/

